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第 １ 会場 第 ２ 会場

１０：２０

～

１１：１０

【第 １ 群】座長 本間玉枝（真野みずほ病院）
１．上越総合病院

手術看護記録におけるクリニカルパス導入の
効果

２．村上総合病院
白内障手術クリニカルパス導入による記録業

務の効率化とその効果
３．長岡中央綜合病院

肺癌術後の統一した退院指導を行うために
～退院指導パンフレット使用による看護師の

意識調査～
４．けいなん総合病院

当院外科における術後せん妄の検討
５．長岡中央綜合病院

術後回復期に褥瘡発生した ４ 事例を分析し
今後のケアに繋げる

【第 ４ 群】座長 斉藤清子（糸魚川総合病院）
１．真野みずほ病院

精神科における失禁のある患者への排泄援助
～排尿パターンを把握した排泄援助の有効性

を考察する～
２．中条病院第二病院

慢性統合失調症患者のグループホーム入所へ
の関わり

～現実検討能力が低い患者への言語表出ト
レーニングの効果

３．三条総合病院
FIM 評価を利用し療養病棟入床後の患者の

変化を知る
４．豊栄病院

音楽体操が与える患者の変化
５．佐渡総合病院

退院計画における看護師のかかわり方を考える
～家庭介護に不安を抱く家族の事例を通して～

～１１：３０ 質 疑 応 答

～１２：００ ポスターセッション 長岡中央綜合病院 肺癌により在宅酸素療法を導入した患者・家族の実態調査

～１３：００ 昼 食・休 憩

活 動

看護部研究会

平成１６年１０月１６日（土）秋晴れの中、１３６名の
参加者を得て中央看護専門学校・大教室、実習室の
２ 会場において毎日の忙しい業務の中自分の時間を
裂いてまとめあげた貴重な論文で口演数２８題、ポス
ターセッション ２ 題の計３０題を ６ 群に分けて発表
会が行なわれた。看護の質が問われている今、各病院
では標準化に取り組まれている所が多いのか、今回の
発表はクリニカルパス、パンフレット、マニアル化又
はカンファレンスの重要性など看護の質についての発
表が多かった。保健点数化された為褥瘡についても取
り組みが盛んに行なわれている事が伺えた。介護もそ

れぞれの施設が工夫を凝らし入所者との関わりを持っ
て介護されている事が発表を通じて感じられた。ま
た、質疑応答も活発に行なわれ関心の深さが伺えた。
パワーポイントを上手に使いプレゼンテーションが上
手く、聞きやすいものが多かった。看護業務のレベル
アップには研究が欠かせません。研究で得た事を患者
様に返す事で看護が評価されます。

今回発表された研究を皆で共有し各施設で実践され
看護の質の向上に役立てて頂きたいと思っています。

教育委員長 浅倉 幸子

看護部研究会プログラム

受付 （９：００～９：３０） 口演数 ２８題
オリエンテーション・資料確認 （９：３０～９：４０） ポスターセッション ２ 題
開会 委員長挨拶 （９：４０～９：５０）
本会挨拶 （９：５０～１０：１０）
移動 （１０：１０～１０：２０）

平成１６年１０月１６日（土）
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第 １ 会場 第 ２ 会場

１３：００

～

１３：５０

【第 ２ 群】 座長 池田真由美（長岡中央綜合病院）
１．長岡中央綜合病院

造影 CT 検査をより安全に行うための看護
～検査前パンフレットに対してのアンケート調査～

２．魚沼病院
夫立ち合い分娩における夫婦の満足度の違い

３．刈羽郡総合病院
当院における出生直後のカンガルーケア

４．豊栄病院乳
幼児を持つ親への性のメッセージ

５．糸魚川総合病院
母乳育児支援にむけた当院の取り組み

【第 ５ 群】 座長 小林清美（栃尾郷病院）
１．中央看護専門学校

卒業生の技術力を高めるための基礎教育と臨
床との連携

～卒業生の知識・技術の習得度と臨床が期待
する習得度の調査より～

２．介護老人保健施設 なでしこ
食欲低下、意欲減退のある入所者に関って
～本人の嗜好を取り入れて～

３．介護老人保健施設 きたはら
帰宅要求のある利用者への関わり
～身内の協力や気分転換がもたらす効果～

４．介護老人保健施設 はねうまの里
個別に応じた安全・安楽な移乗
～介護方法の統一と介護技術の向上～

５．栃尾郷病院
在宅ケアにおける心理的サポート
～進行の早い ALS 患者との関わりを通して～

～１４：１０ 質 疑 応 答

～１４：２０ 休 憩

１４：２０

～
１５：００

【第 ３ 群】 座長 太田紀巳代（上越総合病院）
１．刈羽郡総合病院

糖尿病療養指導を生かす為にチームカンファ
レンスの見直しを図る

２．佐渡総合病院
外来化学療法を受ける患者が主体的受療行動

がとれるための関わり
～患者用パス・パンフレット・チェックリス

トを併用しての効果～
３．村上総合病院綜合

退院に向けての服薬指導
～カンファレンスに薬剤師が介入して～

４．刈羽郡総合病院
胸腔ドレナージ中患者の看護
～トラカールチューブのねじれや屈曲を防ぐ

固定法の開発～

【第 ６ 群】 座長 川崎愛子（豊栄病院）
１．糸魚川総合病院

高齢透析患者の通院問題に対するマニュアル
活用

～在宅介護支援センターとの連携に向けて～
２．上越総合病院

継続看護を目指して栄養看護外来の記録の検討
３．訪問看護ステーション さんじょう

寝たきり患者の褥瘡発生に影響を及ぼす要因
～栄養状態・介護力・在宅サービスの現状～

４．さど訪問看護ステーション
介護力の低下した二人暮しの在宅療養への援助
～生活力量アセスメントを活用して～

～１５：１５ 質 疑 応 答

～１５：４０ ポスターセッション 佐渡総合病院 手術室への入室方法に歩行・車椅子入室を取り入れて

１５：５０

～

１６：００

ま と め

～

閉 会
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